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Rodrigo Caro （1573-1647） was an Andalusian priest, historian, archaeologist 
and lawyer, whose fame as a poet comes from the Canción a las ruinas 
de Itálica ［Ode to the Ruins of Italica］． In this poem about the ruins 
of a Roman city near Seville, Caro revives and relives Roman antiquity 
and laments time’s inexorable effects on human achievements. This is a 
translation with explanatory notes of the well known 3rd version of the ode, 




イタリアの文人・外交官カスティリオーネ Baldassare Castiglione （1478-1529）
がローマの遺跡に捧げたソネット（«Superbi colli, e voi sacre ruine»）を範と
して、セビーリャ出身の詩人セティーナ Gutierre de Cetina （1520-1557）が
カルタゴの遺跡に捧げたソネット（«Excelso monte do el romano estrago»）
をその嚆矢とする。その後、セビーリャ派の中心人物だった学匠詩人エレー
ラ Fernando de Herrera （1534-1597） が、セビーリャ近郊にあるイタリカの
遺跡を材にソネット （«Esta rota y cansada pesadumbre»）を創作するととも
に、上述のカスティリオーネとセティーナのソネットを、1580年に出版された




Rodrigo Caro’s Canción a las ruinas de Itálica :




Garci Lasso de la Vega con anotaciones de Fernando de Herrera…）に
収録した結果、この主題は特にセビーリャにおいて一世を風靡することとなっ
た。なかでもメドラノ Francisco de Medrano （1570-1607）のソネット（«Estos 
de pan llevar campos ahora»）、 ア ル ギ ホ Juan de Arguijo（1567-1622） の
ソネット （«Esta, a la rubia Ceres consagrada»）、リオハ Francisco de Rioja 
（1583-1659） のソネット（«Estas ya de la edad canas rüinas»）などはよく知



















Joaquín Pascual Barea による校訂版（Rodrigo Caro: Poesía castellana y 
latina e inscripciones originales, Diputación de Sevilla, 2000）を底本とした。
なお、原文は各連17行（11音節６行＋７音節３行＋11音節８行）とする全６連
１　例えばキューバの詩人ニコラス・ギリェン Nicolás Guillén（1902-1989）は、ソネッ
ト「ニューヨークの遺跡に」（«A las ruinas de Nueva York»）においてカロの「カン
シオン…」を換骨奪胎し、荒廃した米国最大の都市の様子を、いわゆるプロレプシス
（prolepsis）の手法で予見的に描いている。














２　いたましいかな：原文は〈¡ay dolor!〉。プロペルティウスの詩集第一巻第二十歌 （Prop. 
1, 20, 30: ah dolor! ）にも見られる表現（CARO, p.137）。「ああ悲しい」（中山訳，p.209）。
３　ファビオ：原文は〈Fabio〉。ファビオという人名は、「賢人 sabio」と音が類似すると






モチーフは、例えばウェルギリウス『アエネーイス』第三歌（Aen. 3, 11: campos ubi 
Troia fuit）にみられる（CARO, p.137）。「かつてトロイアが立っていた平野」（岡・高
橋訳，p.222）。これとは反対に「かつて荒野だったところの都市」というモチーフは、
例えばプロペルティウスの詩集第四巻第一歌（Prop. 4, 1, 1-2: hoc, quodcumque uides, 
hospes, qua maxima Roma est, / ante Phrygem Aenean collis et herba fuit;）にみられ
る（CARO, p.137）。「客人よ、あなたがご覧のこのすべて、最大のローマが今ある所は、／ 
プリュギア人のアエネーアースの以前には、丘と草だったのだ」（中山訳, p.376）。なお、
カロが参考にしたメドラノのソネット（vv.1-2）とは酷似している（Estos de pan llevar 



























７　ここにあった広場も…：原文は〈Este llano fue plaza; allí fue templo;〉。Medrano（vv.2-
3）では「この野には神殿があった（este llano / fue templo）」となっている。
８　競技場も　心地よい浴場も：「競技場 gimnasio」は、エクセドラ（会合用に座席を備え
た半円形の空間）を持つことから「エクセドラの家 la casa de Exedra」と呼ばれている

































では剣闘士が拍手喝采を待っていた（en este cerco el luchador profano / del aplauso 
esperó la voz sonora）」のように言及されている。
13　すべては消え去った：原文は〈Todo despareció〉。メドラノ（v.9）には「すべてが消え
去るとは！（¡Cómo feneció todo!）」という表現がみられる。





































墓銘（Epi . 32, 9-10: monumenta fatiscunt; / mors etiam saxis nominibusque venit）か
ら拝借したとされる（CARO, p.152）。〈His monuments decay, and death comes even 

























21　深い安らぎ：原文は〈alto silencio〉。『アエネーイス』（Aen. 6,522: alta quies）を踏まえ
た表現（CARO, p.154）。「快く深い安らぎ」（岡・高橋訳，p.272）。
22　名のみ残るローマ：原文は〈Roma, a quien queda el nombre apenas〉。プロペルティウ
スの詩集第四巻第一歌（4, 1, 37: nil patrium nisi nomen habet Romanus alumnus）を踏
まえた表現とされる（CARO, p.154）。「ローマの子孫は祖先から　名前だけしか承け継
いでいない」（中山訳，p.378）。








































27　灰燼は情を持たぬ：原文は〈las cenizas ingratas〉。『アエネーイス』第六歌（Aen. 6, 
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29　涙で発掘…：原文は〈cavaré con lágrimas las peñas〉。カロ自身による遺跡の発掘調査
を反映するとともに、オウィディウス『黒海からの手紙』第四巻第十歌（Pont. 4, 10, 5: 
gutta cavat lapidem）を踏まえた表現とされる（CARO, p.160）。「水滴は石を穿ち」（木
村訳，p.429）。
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